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浜田知明 100 年のまなざし 
 

    田知明（はまだ・ちめい）は 2017 年 12月に 100歳を迎えた版画家・彫刻家です。

過   過酷な戦争経験を原点に、社会や人間そして自分自身をも鋭くユーモラスに表現し

続ける作品は国内のみならず世界的に高く評価されています。本展では揺るがぬ視点で時

代を見つめてきた浜田のまなざしを追い、初期から近年までの作品をご紹介します。 

 

 

「戦争の残酷さや悲惨さ、軍隊の野蛮さや愚劣さを描き

たい」。戦争と軍隊の不条理に耐える初年兵としてこの強い

意志を抱いたとき、浜田知明は 21歳でした。そして、昨年

100 歳を迎えた画家が今なお抱え続ける原点の思いでもあ

ります。通算 5 年に及ぶ過酷な従軍生活の後、27 歳で終戦

を迎え、中断を余儀なくされた画家の活動を再開。1950年、

32 歳で駒井哲郎や関野凖一郎らと交流しながら本格的に銅

版画制作を開始し、戦争経験を糧に『初年兵哀歌』シリーズ

を生み出しました。初年兵として抱えた心の痛みに留まら

ず、侵略者としての自己にもまなざしを向けたこのシリー

ズは、銅版画ならではの冷たいマチエールで、否応無く戦争

に巻き込まれる人間の哀しみを、敵味方を超えて表現。戦後

日本の版画に新たな地平を開きました。その後の浜田が描

いたのは社会や人間、そして自分自身の諷刺です。鋭くユー

モラスな主題と造形で社会の本質を突き、弱く愚かな人間

への愛を作品にこめました。60 代から手がける彫刻にも、

造形の魅力が詰まっています。 

本展では、寄贈により近年新たに収蔵した作品を中心に、

初期から近年までの銅版画約 90 点と彫刻作品 4 点を当館所蔵品からご紹介。あわせて、浜田と

前後して銅版画による新しい表現を追い求めた駒井哲郎、瑛九、浜口陽三、池田満寿夫らの作品も展示

し、合計約 150点をご堪能いただきます。100歳を迎えようとしてもなお、深いまなざしで時代を見つめ

続ける浜田の軌跡を追うことは、現代の私たちへの大きな問いかけとなるでしょう。 

 

 

（1）浜田知明 《初年兵哀歌（歩哨）》1954年 エッチング、アクアチント 当館蔵 
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 本展のみどころ  

①国際的にも評価が高い浜田知明の軌跡を辿る 

ウフィッツィ美術館で日本人として初めて個展が開催

されるなど、浜田知明は日本のみならず、国際的にも高

い評価を得ています。寡作で知られる浜田の版画作品半

数以上である約 90点を展示し、その軌跡を辿ります。 

 

②100歳を迎えた浜田から私たちへの問い 

戦場での過酷な経験に加え自身の加害性にも目を背

けずに描き続けてきた浜田。不穏な社会情勢が続く今日

だからこそ、時代を見つめ続ける浜田の作品は私たちに

大きな問いを投げかけるでしょう。 

  

 展示構成  

1章 兵士のまなざし 刻み込んだ記憶 1951－1954年 

 イモ虫やガイコツの姿で描かれた弱々しい兵隊に、道端に置き去られ

た死体。動員され個性を奪われた一兵士として、また侵略者の一員とし

て目にした戦場の哀しみを描く 1950年代前半の代表作『初年兵哀歌』か

ら約 10点を展示します。 

 

 

 

2章 社会へのまなざし 「見えない戦争」を描く 1956－1974年 

1950年代後半からは、まなざしを社会的な主題に広げます。再軍備化に 

走る日本への諷刺《よみがえる亡霊》（1956年）は浜田にとって「見えな 

い戦争」を描くことでもありました。 

 

 

 

 

 

月明かりに照らされた弱々しい自分 

（3）浜田知明《初年兵哀歌（銃架のかげ）》 1951年 エッチング・アクアチント 当館蔵 

（2）浜田知明《月夜》 1977年 エッチング、アクアチント 当館蔵 

（3） 

 

再び戦争の足音が近寄ってくる… 

（4）浜田知明《よみがえる亡霊》1956年 エッチング・アクアチント 当館蔵 

（2） 

 

（4） 

 



3章 人へのまなざし 愛しいかたち 1974－2002年 

 1970年代半ばからは主題は人間像にフォーカスし、《アレレ…》（1974年）など自分自身を含め愚かで

弱い人間への愛をユーモラスな造形で捉えています。銅版画に加え、1980 年代から手がけた彫刻にもか

たちの面白さがぎゅっとつまっており、《ボス》（1985年）などをご紹介します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4章 新しい表現を求めて 1950年代の銅版画表現  

 浜田が銅版画に本格的に取り組み始めた 1950年代は、銅版画のマチエールに惹かれた美術家らがまだ

習得困難だった銅版画の手法を教えあいながら、様々な実験を重ねて新しい表現を求めた時代でした。

『初年兵哀歌』に先立つ浜田の初期銅版画作品とともに、関野凖一郎、駒井哲郎、瑛九、浜口陽三、加納

光於、池田満寿夫らの作品をご紹介します。 

 

5章 記憶をつなぐ 時代を見つめつづけて  

長い時を経ても浜田は繰り返し戦争の記憶を描き、

いつの日か新たな戦争へと向うかもしれぬ世に警鐘

を鳴らしてきました。展覧会の最後には、《初年兵哀歌

（檻）》（1978年）や《ボタン（A）》（1988年）などの

作品と、戦争と記憶をテーマとしている作家らの作品

を紹介します。これらは現代の私たちへの問いかけと

いえるでしょう。 

 

 

 

 

 

やってしまった！ 

（5）浜田知明《アレレ…》 1974年  
エッチング・アクアチント 当館蔵 
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核のボタンを押すのは誰？ 

（7）浜田知明《ボタン（A）》1988年  
エッチング、アクアチント、手彩色 当館蔵 

ボスの座は、なんとも不安定 

（6）浜田知明《ボス》1985年 ブロンズ 当館蔵 



 開催概要  

展覧会名 浜田知明 100年のまなざし展 

会 期 2018年 3月 10日（土）～4月 8日（日）（計 26日間） 月曜休館 

開館時間 平日  10：00～17：00（入場は 16：30まで） 

 土日祝 10：00～17：30（入場は 17：00まで） 

会 場 町田市立国際版画美術館 企画展示室 1、2 

観 覧 料 一般 600（500）円 大学生・高校・65歳以上 300（200）円 

※3月 10日(展覧会初日)は入場無料です。 ※( )内は 20名以上の団体料金。 

※身体障がい者手帳、愛の手帳（療育手帳）または精神障がい者保健福祉手帳をご持参の方 

と付き添いの方 1名は半額です。 

主 催 町田市立国際版画美術館 読売新聞社 美術館連絡協議会 

協  賛 ライオン 大日本印刷 損保ジャパン日本興亜 日本テレビ放送網 

 

 関連イベント  ＊詳細や申込方法は当館 HP に更新します。  http://hanga-museum.jp/ 

■映画上映会  

3 月 18日（日） 13：30～16：15 「真空地帯」（1952 年、監督：山本薩夫、原作：野間宏） 

3 月 25日（日） 13：30～17：15 「戦ふ兵隊」（1939 年、監督：亀井文夫） 

上映終了後解説あり 解説：角尾宣信（東京大学大学院総合文化研究科超域文化科学専攻表象文化論 博士課程） 

１階講堂にて＊参加無料＊当日先着 100名＊要当日有効観覧券 

■プロムナードコンサート  

3 月 17日（土）13：00～、15：00～  演奏者：中里亜美（ピアノ） 

１階ロビーにて＊参加無料＊入退場自由 

■館長によるスペシャルトーク  3月 21日（水・祝）14：00～ 45分程度 

  企画展示室にて＊参加無料＊入退場自由 当日有効の観覧券をご用意の上、直接会場へお集まりください。 

■担当学芸員によるギャラリートーク  3月 11日（日）、4月 7 日（土） 各日 14：00～ 45 分程度 

企画展示室にて＊参加無料＊入退場自由 当日有効の観覧券をご用意の上、直接会場へお集まりください。 

   

 同時開催  常設展示室 「スティップル・エングレーヴィングとメゾチント」 

2018年 1月 5日（金）～4月 8日（日） 入場無料 

  

 画像データ・プレゼント用招待券について  

展覧会広報用に本プレスリリース掲載の画像データ、およびプレゼント用招待券を用意しておりま

す。ご利用いただける際は、下記の問い合わせ先までご連絡ください。（画像データの場合は、ご希

望の画像番号をお知らせください。） 

 

 

 

お問合せ 町田市立国際版画美術館（〒194-0013 町田市原町田 4-28-1） 展覧会担当／町村悠香 

電話：042-726-0860 FAX：042-726-2840 メール：bunspo040_04@city.machida.tokyo.jp  

一般の問合せ 町田市イベントダイヤル 042-724-5656 


